
当時を振り返ると奇跡的なタイミングだったように思う。

公演のすぐ後、世間では緊急事態宣言が出され、移動の

自粛が叫ばれ、スポーツも、我々が愛する演劇も全てが停

止してしまった。人々はコロナを恐れて、〝ソーシャルディスタ

ンス〟や〝三密〟など、新しく市民権を得た言葉たちが、息

苦しい世の中に拍車をかけた。

初演当時【旅人】を上演した時点では、まさかこんなことに

なるとは誰も予想していなかったのではないだろうか。

奇跡的・・・と書いたが、旅人の時代と、いわゆる【コロナ禍】

と呼ばれた時代と現代で多くの【偶然】が重なっているよう

に思う。

旅人が詠んだとされる

『時に初春の令き月、気淑く風和み、梅は鏡前の粉を披き、

蘭は珮後の香を薫す。』

という歌が我々が生きる【令和】という元号の元となった事

は記憶に新しい。

他にもある。

旅人たちが生きた平安の時代には【天然痘】と呼ばれる病

が蔓延した。医療も発展していない当時では致死率は非

常に高く、多くの民間人や、高官が命を落とした。それこそ国

家の存亡が危ぶまれるような事態だった。

まさに社会は混乱した。

奈良の大仏はそれらの事態を収集するための一大事業

だったとは有名な話だが、他にも歌と仏道の逸話が残って

いる。

災厄の中、物語にも登場する旅人が仕えた【長屋王】は中国の僧侶達に助けを求めた。仏道の教えに、人々の心の支えを求め

たのかもしれない。

送った袈裟の縁には刺しゅうして、

『山川異域　風月同天』

と記してあったそうだ。

意味は次のようになるかと思う。

【私たちが暮らす日本と中国は、山や川の形は異なっていても、風や月の営みは同じである】

つまり、国を超えて私たちは同じ天の元にいるのであるから助け合おうという事である。

これを見た鑑真は感心し、日本への布教の志を立て、事故で盲目となりながらも苦難を乗り越え日本にたどり着くに至る。

美しい物語だと思う。

余談だが、コロナ禍に差し掛かったころ、中国ではマスクや物資が不足していた時期があった。日本政府や地方自治体、企業な

どから約272万枚のマスクや、約38万着の手袋などを寄付したそうだ。

その物資にはその昔、長屋王が送った『山川異域　風月同天』の文字が添えられていたそうだ。

歴史は繰り返される。とは使い古された言い回しだが、私はいい意味をもって使いたいと思う。

繰り返されるなら、美しい物語がいい。

脚本・演出／ 瀧本 雄壱

(公財)太宰府市文化スポーツ振興財団事務局
〒818-0125 太宰府市五条三丁目1番1号

事業係　TEL080（1705）6793

問い合わせ

しよしゆん よ よ なご きょうぜん ひら

はい　 ご をら

一般社団法人 劇団池田商会代表。

肥後に実在した戦国武将 犬童美作守頼安（いんどうみかさのかみよりやす）は、瀧本氏の先祖にあたる。九州の戦国時代を軸にした歴史作品を手掛

け、戦国時代に生きる武将や民の戦いや人情を描く“時代物”として公演を行っている。また、福岡を中心にFM福岡ラジオドラマの脚本・演出、歴史雑

誌への執筆をはじめ、高校演劇部で顧問として後継者育成に当たるなど、演劇の枠にとらわれない幅広いエンターテイメントを提供している。

たき もと　  ゆう いち

令和ゆかりの人物を題材にした物語

『　
』再演によせて

開場
かい じょう

場所
ば　 しょ

開演
かい  えん
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